
 

 
 

2023 年 3 月 23 日 

アクサ生命、高校生の親1,000名を対象にした 
金融経済教育とライフマネジメント®に関する調査結果を公表 
 
- 「2022 年 4 月から、高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていた」27.4% 
- 高校生の子どもに金融経済教育で学んでほしいと思うこと TOP3 は 

1 位「金融・経済の仕組み・事情」 2 位「社会保障制度・税金の仕組み・事情」 3 位「生活設計・ライフプランニング」 
-「親自身が金融経済教育で学びたい」76.2%、学びたいと思うこと 1 位は「資産形成・資産管理」 
-「親子一緒に金融経済教育で学びたい」74.0%、学びたいと思うこと 1 位は「生活設計・ライフプランニング」 
- 子どもの金融経済教育の先生になってほしいアニメ・マンガのキャラクター 1 位「ドラえもん」 
 
アクサ生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長兼CEO：安渕 聖司）は、全国の30歳～69歳の男女で高校

生の子どもがいる人を対象に、『金融経済教育とライフマネジメント®に関する調査2023』をインターネットリサーチで実施し、

1,000名の有効サンプルを集計した結果をまとめました。 
 

 

【調査結果（抜粋）】 
 「2022年4月から、高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていた」27.4% 
 高校生の子どもが高校で受ける教育として親が重視するもの 1位「外国語教育」、2位「情報教育」 

高校での金融経済教育の必修化を知っていた人では「金融経済教育」が3位 
 高校生の子どもに金融経済教育で学んでほしいと思うことTOP3は 

1位「金融・経済の仕組み・事情」 2位「社会保障制度・税金の仕組み・事情」 3位「生活設計・ライフプランニング」 
 「親自身が金融経済教育で学びたい」76.2%、学びたいと思うこと 1 位は「資産形成・資産管理」 
 「親子一緒に金融経済教育で学びたい」74.0%、学びたいと思うこと1位は「生活設計・ライフプランニング」 
 「生活設計・ライフプランニングを高校生の子どもに教えるのは学校より親の役目だと思う」77.7% 
 「高校生の子どもとお金の話をする」80.4% 

話の内容1位は「お小遣い」、2位は「お金の使い方」、3位は「進学費用」 
 子どもの大学進学費用の金額イメージ 「受験費用」は平均23.8万円、「入学金」は平均51.5万円、 

「1年間の授業料等」は平均101.1万円、「1年間の教科書・教材費用」は平均16.7万円 
 「現在のライフプランは、子どもが幼かったときに考えていたライフプランと違う」ライフプラン作成者の68.8% 

ライフプランが変化した理由 1位「子どもの教育費用が予定よりかかった」、2位「物価上昇で家計が悪化した」 
 「人生の目的・ビジョン・夢をもつことは重要だと思う」89.7%、 

「人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画は必要だと思う」85.9% 
 「人生の目的・ビジョン・夢を実現するための具体的な目標や計画の継続的な見直し・メンテナンスは大切」 

87.6%が実感するも、実践している人は37.4%にとどまる 
どのようなタイミングで見直し・メンテナンスをしている？ 1位「子どもが進学したとき」 

 子どもの金融経済教育の先生になってほしいアニメ・マンガのキャラクター 1位「ドラえもん」 
 自身の人生のビジョン（夢・構想）に影響を与えたアニメ・マンガのキャラクター 

1 位「ドラえもん」、2 位「江戸川コナン」、3 位「モンキー・D・ルフィ」 



 

 

 

※アンケートの詳細については、 別紙  をご覧ください。 

※本調査の全量は、当社公式ホームページでもご覧いただけます。
（https://www2.axa.co.jp/info/news/2023/pdf/230323.pdf） 

※「ライフマネジメント®」はアクサ生命保険株式会社の商標登録です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アクサ生命は、お客さまや地域社会の皆さまにとって大切なものをお守りし、より良い未来のために行動してまいります。 
 
 
 
    

アクサ生命について 
アクサ生命はアクサのメンバーカンパニーとして 1994 年に設立されました。アクサが世界で培って
きた知識と経験を活かし、277万のお客さまから 522万件のご契約をお引き受けしています。1934年
の日本団体生命創業以来築いてきた全国 511の商工会議所、民間企業、官公庁とのパートナーシップ
を通じて、死亡保障や医療・がん保障、年金、資産形成などの幅広い商品、企業福利の増進やライフ
マネジメント🄬🄬（人生を経営する）*に関するアドバイスをお届けしています。2021 年度には、2,346
億円の保険金や年金、給付金等をお支払いしています。 
*ライフマネジメント®はアクサ生命保険株式会社の登録商標です。 

 
アクサグループについて 
アクサは世界 50の国と地域で 14万 9千人の従業員を擁し、9千 500万人のお客さまにサービスを提
供する、保険および資産運用分野の世界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づく
2021 年度通期の売上は 999 億ユーロ、アンダーライング･アーニングスは 68 億ユーロ、2021 年 12
月 31 日時点における運用資産総額は 1兆 510億ユーロにのぼります。アクサはユーロネクスト・パ
リのコンパートメント Aに上場しており、アクサの米国預託株式はOTC QXプラットフォームで取引
され、ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOOD などの国際的
な主要 SRIインデックスの構成銘柄として採用されています。また、国連環境計画・金融イニシアチ
ブ（UNEP FI）による「持続可能な保険原則」および「責任投資原則」に署名しています。 
*アクサグループの数値は 2021年度時点のものです。 

  
本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします： 

アクサ生命保険株式会社 広報部 

電話：03-6737-7140 

FAX：03-6737-5964 
https://www.axa.co.jp 

   

  

【調査概要】 
 調査タイトル：「金融経済教育とライフマネジメント®に関する調査 2023」 
 調 査 対 象：ネットエイジアリサーチのインターネットモニター会員を母集団とする 

30 歳～69 歳の男女で高校生の子どもがいる人 
 調 査 期 間：2023 年 3 月 1 日～3 月 2 日 
 調 査 方 法：インターネット調査 
 調 査 地 域：全国 
 有 効 回 答 数：1,000 サンプル（有効回答から抽出） 
 調査協力会社：ネットエイジア株式会社 

https://www.axa.co.jp/


 

 

 

全国の 30 歳～69 歳の高校生の子どもがいる人 1,000 名（全回答者）に、金融経済教育について質問しました。 
 
まず、高校生の子どもが高校で受ける教育として、自身が重視するものを聞いたところ、「外国語教育」（45.1%）が最も高く、

「情報教育（プログラミング教育を含む）」（35.8%）が続きました。グローバル社会やデジタル社会で活躍するためには、外

国語を習得することや情報活用能力を高めることが大切だと考えている人が多いのではないでしょうか。以降、「職業・キャ

リア教育」（29.5%）、「国語教育」、「理数教育」（いずれも 27.2%）、「道徳教育」（26.9%）、「金融経済教育」（25.9%）が続き

ました。「金融経済教育」とは、“お金や金融の様々なはたらきを理解し、それを通じて自分の暮らしや社会について深く考

え、自分の生き方や価値観を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づくりに向けて、主体的に行動できる態度を養う

教育”（出典：金融広報中央委員会）を意味します。親の 4 人に 1 人は、金融経済教育を通じた金融リテラシーの向上が重

要だと考えていることが明らかとなりました。 
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◆高校生の子どもが高校で受ける教育として、自身が重視するもの ［複数回答形式］
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 金融経済教育について 
 「2022 年 4 月から、高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていた」27.4% 
 高校生の子どもが高校で受ける教育として親が重視するもの 1 位「外国語教育」、2 位「情報教育」 

高校での金融経済教育の必修化を知っていた人では「金融経済教育」が 3 位 
 高校で金融経済教育が必修化されたことによる親の意識の変化 

“家計管理に対する意識”は 62.4%が「高まった」と回答、 
“生活設計・ライフプランニングに対する意識”は 62.0%、“投資・資産形成に関する意識”は 63.1% 

 高校生の子どもに金融経済教育で学んでほしいと思うこと TOP3 は 
1位「金融・経済の仕組み・事情」 2位「社会保障制度・税金の仕組み・事情」 3位「生活設計・ライフプランニング」 

 「親自身が金融経済教育で学びたい」76.2%、学びたいと思うこと 1 位は「資産形成・資産管理」 
 「親子一緒に金融経済教育で学びたい」74.0%、学びたいと思うこと 1 位は「生活設計・ライフプランニング」 

別 紙 



 

 

全回答者（1,000 名）に、2022年（昨年）の 4月から、高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていたか聞いたと

ころ、「知っていた」は 27.4%、「知らなかった」は 72.6%となりました。家庭科などで投資や資産形成なども含む金融経済教

育が必修化されて間もなく 1 年になるものの、大多数の親がいまだ知らないという結果となりました。 
エリア別にみると、「知っていた」と回答した人の割合が最も高くなったのは東海（34.4%）、最も低くなったのは北海道・東北

（17.9%）でした。 
 

 
 
ここで、高校生の子どもが高校で受ける教育として、自身が重視するものをみると、金融経済教育が必修化されたことを知

っていた人（274 名）では「外国語教育」（57.3%）と「情報教育（プログラミング教育を含む）」（50.0%）に次いで「金融経済教

育」（44.9%）が 3 位となっており、金融経済教育に対する期待度の高さがうかがえます。 
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◆2022年（昨年）の4月から、高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていたか ［単一回答形式］
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◆高校生の子どもが高校で受ける教育として、自身が重視するもの ［複数回答形式］
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高校で金融経済教育が必修化されたことで、意識に変化があったという親はどのくらいいるのでしょうか。 
2022 年 4 月から高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていた人（274 名）に、高校で金融経済教育が必修化

されたことによる、自身の意識の変化を聞いたところ、【家計管理に対する意識が高まった】では「非常にあてはまる」が

14.6%、「どちらかといえばあてはまる」が 47.8%で、合計した『あてはまる（計）』は 62.4%となりました。金融経済教育の必

修化に伴い、教育内容が家庭で話題に上る機会が生まれ、家計管理の重要性を認識した人が多いのではないでしょうか。 
また、【生活設計・ライフプランニングに対する意識が高まった】では『あてはまる（計）』は 62.0%、【投資・資産形成に関する

意識が高まった】では『あてはまる（計）』は 63.1%となりました。 
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◆高校で金融経済教育が必修化されたことによる、自身の意識の変化 ［各単一回答形式］

対象：2022年4月から高校で金融経済教育が必修になっていることを知っていた人
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続いて、金融経済教育で実際に学ぶことについて質問しました。 
 
全回答者（1,000 名）に、高校生の子どもに金融経済教育で学んでほしいと思うことを聞いたところ、「金融・経済の仕組み・

事情」（47.5%）が最も高く、「社会保障制度（社会保険等）・税金の仕組み・事情」（44.6%）、「生活設計・ライフプランニング」

（43.6%）、「資産形成・資産管理」（40.0%）、「ローン・クレジットの利用・選択」（34.8%）が続きました。 
 

 
 
また、金融経済教育で学びたいと思うことを聞いたところ、【自身が金融経済教育で学びたいと思うこと】では、「資産形成・

資産管理」（37.3%）が最も高くなり、「株式・債券の利用・選択」（30.5%）、「生活設計・ライフプランニング」（28.9%）が続き

ました。他方、【親子一緒に金融経済教育で学びたいと思うこと】では、「生活設計・ライフプランニング」（31.5%）が最も高く

なり、「資産形成・資産管理」（28.0%）、「金融・経済の仕組み・事情」（25.7%）が続きました。学びたい人の割合をみると、

『自身が学びたい』は 76.2%、『親子一緒に学びたい』は 74.0%となりました。 
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◆高校生の子どもに金融経済教育で学んでほしいと思うこと ［複数回答形式］
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◆金融経済教育で学びたいと思うこと ［各複数回答形式］
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自身が学びたい ：76.2%

親子一緒に学びたい：74.0%



 

 

 

お金に関する教育について質問しました。 
 
全回答者（1,000 名）に、高校生の子どもに教えるのは、親の役目だと思うか、学校の役目だと思うか聞いたところ、【お金

の使い方】では「親の役目」が 46.3%、「どちらかといえば親の役目」が 50.8%で、合計した『親の役目（計）』は 97.1%、「学

校の役目」が 0.4%、「どちらかといえば学校の役目」が 2.5%で、合計した『学校の役目（計）』は 2.9%となり、【お金の貯め

方】では『親の役目（計）』は 95.4%、『学校の役目（計）』は 4.6%となりました。大多数の人は、普段のくらしでお金をどのよ

うに使うか、どのように貯めるかということを子どもに教える役割は、学校ではなく親が担うと考えていることがわかりました。 
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どちらかといえば学校の役目 学校の役目

【お金の貯め方】 親の役目
（計）

学校の
役目（計）
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0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

親の役目 どちらかといえば親の役目

どちらかといえば学校の役目 学校の役目

◆高校生の子どもに教えるのは、親の役目だと思うか、学校の役目だと思うか ［各単一回答形式］

【お金の使い方】 親の役目
（計）

学校の
役目（計）

97.1 2.9

 お金に関する教育について 
 高校生の子どもに教えるのは親と学校のどちらの役目？ 

“お金の使い方”と「お金の貯め方”では 95%超が「親の役目」と回答 
 「生活設計・ライフプランニングを高校生の子どもに教えるのは学校より親の役目だと思う」77.7% 
 お金に関する教育を受けた経験がある割合 

“お金の使い方”は 46.1%、“お金の貯め方”は 41.2%、“資産運用”は 30.2%、 
“生活設計・ライフプランニング”は 31.2%、“お金のトラブルの避け方”は 33.9% 

 お金に関する教育を受けたところ 
“お金の使い方”、“お金の貯め方”、“お金のトラブルの避け方”では「家庭・親」が突出 



 

 

金融リテラシーについてみると、【資産運用】では『親の役目（計）』は 69.6%、『学校の役目（計）』は 30.4%、【生活設計・ラ

イフプランニング】では『親の役目（計）』は 77.7%、『学校の役目（計）』は 22.3%、【お金のトラブルの避け方】では『親の役

目（計）』は 79.3%、『学校の役目（計）』は 20.7%となりました。 
 

 
 
【お金の使い方】、【お金の貯め方】、【資産運用】、【生活設計・ライフプランニング】、【お金のトラブルの避け方】のすべてに

おいて、高校生の子どもに教えるのは親の役目だと考えている人が多くなりました。では、実際にこれまでに教わった経験

がある親はどのくらいいるのでしょうか。 
全回答者（1,000 名）に、これまでに教わったことがあるか聞いたところ、教わったことがある人の割合は、【お金の使い方】

では 46.1%、【お金の貯め方】では 41.2%、【資産運用】では 30.2%、【生活設計・ライフプランニング】では 31.2%、【お金の

トラブルの避け方】では 33.9%となりました。お金の使い方や貯め方と比べて、資産運用や生活設計・ライフプランニングと

いった専門性の高いものについては、学んだ経験がある人は少ないことがわかりました。 
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【お金のトラブルの避け方】 親の役目
（計）

学校の
役目（計）
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0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

親の役目 どちらかといえば親の役目

どちらかといえば学校の役目 学校の役目

【生活設計・ライフプランニング】 親の役目
（計）

学校の
役目（計）

77.7 22.3

25.9 43.7 26.8 3.6
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全体【n=1000】

親の役目 どちらかといえば親の役目

どちらかといえば学校の役目 学校の役目

◆高校生の子どもに教えるのは、親の役目だと思うか、学校の役目だと思うか ［各単一回答形式］

【資産運用】 親の役目
（計）

学校の
役目（計）

69.6 30.4

46.1

41.2

30.2

31.2

33.9

53.9

58.8

69.8

68.8

66.1

0% 25% 50% 75% 100%
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資産運用

生活設計・ライフプランニング

お金のトラブルの避け方

教わったことがある 教わったことはない

◆これまでに教わったことがあるか

全体【n=1000】



 

 

また、教わったことがある人それぞれに、どこで教わったか聞いたところ、【お金の使い方】と【お金の貯め方】、【お金のトラ

ブルの避け方】では「家庭・親」（順に 82.2%、78.2%、68.7%）が突出して高くなりました。 
【資産運用】では「学校や勤務先以外のセミナー・講座」（38.4%）、【生活設計・ライフプランニング】では「家庭・親」（42.6%）

が最も高くなりました。 
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◆【お金の使い方】についてどこで教わったか

［複数回答形式］ 対象：教わったことがある人

家庭・親 学校や
勤務先
以外の

セミナー・
講座

学校 勤務先 その他
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16.7 12.9 7.3 6.6
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25%
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75%

100%

全体【n=412】

◆【お金の貯め方】についてどこで教わったか

［複数回答形式］ 対象：教わったことがある人

家庭・親 学校や
勤務先
以外の

セミナー・
講座

勤務先 学校 その他
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◆【資産運用】についてどこで教わったか

［複数回答形式］ 対象：教わったことがある人

学校や
勤務先
以外の

セミナー・
講座

家庭・親 勤務先 学校 その他
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◆【生活設計・ライフプランニング】についてどこで教わったか

［複数回答形式］ 対象：教わったことがある人

家庭・親 学校や
勤務先
以外の

セミナー・
講座

勤務先 学校 その他

68.7

20.6
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100%

全体【n=339】

◆【お金のトラブルの避け方】についてどこで教わったか

［複数回答形式］ 対象：教わったことがある人

家庭・親 学校や
勤務先
以外の

セミナー・
講座

学校 勤務先 その他



 

 

 

親子間のコミュニケーションについて質問しました。 
 
まず、全回答者（1,000 名）に、高校生の子どもとお金の話をすることがあるか、話をすることがある場合はどのような内容

の話をするか聞いたところ、話をすることの有無については「お金の話をする」が 80.4%、「お金の話はしない」が 19.6%と

なりました。 
話の内容については、「お小遣い」（54.1%）が最も高く、「お金の使い方」（39.1%）、「進学費用」（34.6%）、「学校の授業

料・習い事代」（32.6%）、「キャッシュレス決済」（26.4%）が続きました。 
長子の学年別にみると、高校 3 年生の親では「進学費用」（40.4%）と「子どものアルバイト代」（29.0%）が全体と比べて 5
ポイント以上高くなりました。 
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39.1 
34.6 32.6 

26.4 22.8 22.6 21.8 21.6 
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25%
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100%
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n数

お小遣
い

お金の
使い方

進学
費用

学校の
授業料・
習い事

代

キャッ
シュレス
決済

子ども
のアル
バイト代

お金の
貯め方

家計
状況

お金の
トラブル

自分
または
配偶者
の収入

お金の
話は

しない

お金の
話をする

全体 1000 54.1 39.1 34.6 32.6 26.4 22.8 22.6 21.8 21.6 12.1 19.6 80.4

高校1年生 296 54.1 40.9 27.4 31.8 26.7 15.9 23.3 22.0 18.2 11.8 22.0 78.0

高校2年生 345 55.9 42.9 34.8 33.0 24.3 22.3 23.2 21.7 22.3 11.6 19.1 80.9

高校3年生 359 52.4 34.0 40.4 32.9 28.1 29.0 21.4 21.7 23.7 12.8 18.1 81.9

■全体比+10pt以上　■全体比+5pt以上　■全体比-5pt以下　■全体比-10pt以下 （％）

長子
の

学年

◆高校生の子どもとするお金の話の内容 ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

 親子間のコミュニケーションについて 
 「高校生の子どもとお金の話をする」80.4% 

話の内容 1 位は「お小遣い」、2 位は「お金の使い方」、3 位は「進学費用」 
 子どもの将来の夢・目標についての親子間コミュニケーションの実態 

「子どもの将来の夢・目標を知っている」57.8%、 
「子どもの将来の夢・目標について話をすることがある」69.6% 

 自身の将来の夢・目標についての親子間コミュニケーションの実態 
「子どもと、自身の将来の夢・目標について話をすることがある」35.5%、母親では 41.4% 



 

 

続いて、親と子どもそれぞれの、将来の夢や目標について質問しました。 
 
子どもの将来の夢・目標を知っているか聞いたところ、「知っている」は 57.8%、「知らない」は 42.2%となりました。また、子

どもと、子どもの将来の夢・目標について話をすることがあるか聞いたところ、「ある」は 69.6%、「ない」は 30.4%となりまし

た。子どもの夢や目標について、親子で話をする家庭が多いようです。 
 

 
 
 
さらに、子どもが、将来の夢・目標を実現するために、動き出していること（レッスン/語学/資格取得/情報収集など）はあるか

聞いたところ、「ある」は 42.1%、「ない」は 57.9%となりました。 
 

 
 
 
自身が将来の夢・目標を持っているか聞いたところ、「持っている」は 37.8%、「持っていない」は 62.2%となりました。 
また、子どもと、自身の将来の夢・目標について話をすることがあるか聞いたところ、「ある」は 35.5%、「ない」は 64.5%とな

りました。 
男女別にみると、「ある」と回答した人の割合は、女性では 41.4%と、男性（29.6%）と比べて 10 ポイント以上高くなりました。

父親よりも母親のほうが、自身の夢や目標について子どもと話をするケースが多いようです。 
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◆子どもと、自身の将来の夢・目標について

話をすることがあるか ［単一回答形式］

男
女
別



 

 

将来の夢・目標を持っている人（378 名）に、自身の将来の夢・目標を実現するために、動き出していること（レッスン/語学/
資格取得/情報収集など）はあるか聞いたところ、「ある」は 59.8%、「ない」は 40.2%となりました。 
男女別にみると、「ある」と回答した人の割合は、男性では 62.5%と、女性（57.0%）と比べて 5 ポイント以上高くなりました。 
 

 
 
 

 

子どもの大学進学費用について質問しました。 
 
全回答者（1,000 名）に、高校生の子どもの大学進学費用について、どのくらいの金額をイメージしているか聞いたところ、

平均は【受験費用（願書代・受験料・交通費・宿泊費など）】では 23.8 万円、【入学金】では 51.5 万円、【1 年間の授業料等

（授業料・施設費・実習費など）】では 101.1 万円、【1 年間の教科書・教材費用】では 16.7 万円でした。 
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◆自身の将来の夢・目標を実現するために、動き出していること

（資金準備/レッスン/語学/資格取得/情報収集など）はあるか

［単一回答形式］ 対象：将来の夢・目標を持っている人

男
女
別

23.8万円

51.5万円

101.1万円

16.7万円

0万円 30万円 60万円 90万円 120万円

◆高校生の子どもの大学進学費用について、どのくらいの金額をイメージしているか ［各数値入力形式］ ※平均を表示

全体【n=1000】

受験費用
（願書代・受験料・

交通費・宿泊費など）

入学金

1年間の授業料等
（授業料・施設費・実習費など）

1年間の教科書・
教材費用

 大学進学費用について 
 子どもの大学進学費用の金額イメージ 「受験費用」は平均 23.8 万円、「入学金」は平均 51.5 万円、 

「1 年間の授業料等」は平均 101.1 万円、「1 年間の教科書・教材費用」は平均 16.7 万円 
 子どもの大学進学費用をいつから準備している？ 「就学前」48.4% 
 子どもの大学進学費用の準備状況 

大学進学予定がある子どもの親の 50.8%が「計画的に費用を準備すべきだったと後悔している」と回答、 
22.6%が「子どもの進路見直しを検討せざるを得ない」と回答 



 

 

子どもの大学進学費用をいつごろから準備する人が多いのでしょうか。 
高校生の子どもの大学進学費用をいつから準備しているか聞いたところ、「子どもが生まれる前」が 9.3%、「子どもが未就

学のとき」が 39.1%、「子どもが小学生のとき」が 10.7%、「子どもが中学生のとき」が 7.4%、「子どもが高校生のとき」が

8.2%、「まだ準備をしていない（大学進学予定はある）」が 11.0%となりました。累積比率をみると、『就学前』は 48.4%、『小

学校卒業まで』は 59.1%、『中学校卒業まで』は 66.5%でした。親の半数近くが、就学前から大学進学費用の準備を始めて

いるようです。他方、「準備をする予定はない（大学進学予定がない）」は 14.3%でした。 
 

 
 
 
子どもが大学に進学する予定がある人（857 名）に、大学進学費用や準備の状況を聞いたところ、【必要になる費用を正確

に把握している】では「非常にあてはまる」が9.6%、「どちらかといえばあてはまる」が47.3%で、合計した『あてはまる（計）』

は 56.8%となりました。 
また、【費用は当初の想定より膨らみそうだ】では『あてはまる（計）』は 76.4%、【費用の準備が計画通り進まず焦りを感じて

いる】では『あてはまる（計）』は 51.2%、【計画的に費用を準備すべきだったと後悔している】では『あてはまる（計）』は

50.8%となり、計画的に準備しなかったことを悔やんでいる人が半数を超えました。 
【子どもの進路見直しを検討せざるを得ない】では『あてはまる（計）』は 22.6%となりました。 
 

 
  

9.3 

39.1 

10.7 
7.4 8.2 

11.0 

0.0 

14.3 

0%

25%

50%

全体【n=1000】

◆高校生の子どもの大学進学費用をいつから準備しているか ［単一回答形式］

累積比率

就学前 ：48.4%

小学校卒業まで：59.1%

中学校卒業まで：66.5%

子どもが
生まれる前

子どもが
未就学のとき

子どもが
小学生のとき

子どもが
中学生のとき

子どもが
高校生のとき

まだ準備を
していない

（大学進学予定はある）

その他 準備をする
予定はない

（大学進学予定がない）

9.6 

21.6 

13.9 

15.1 

4.1 

47.3

54.8

37.3

35.7

18.6

32.8

18.7

35.8

34.0

40.1

10.4

4.9

13.0

15.3

37.2

0% 25% 50% 75% 100%

必要になる費用を

正確に把握している

費用は当初の想定より

膨らみそうだ

費用の準備が計画通り進まず

焦りを感じている

計画的に費用を準備

すべきだったと後悔している

子どもの進路見直しを

検討せざるを得ない

非常にあてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない 全くあてはまらない

◆高校生の子どもの大学進学費用や準備の状況 ［各単一回答形式］

対象：子どもが大学に進学する予定がある人【n=857】 あてはまる
（計）

あてはまら
ない（計）

56.8 43.2

76.4 23.6

51.2 48.8

50.8 49.2

22.6 77.4



 

 

 

ライフマネジメント®について質問しました。ライフマネジメント®とは、人生の目的・ビジョンを実現するために目標や計画（ラ

イフプラン）を作成・実行し、ライフサイクルに応じて目標や計画（ライフプラン）の見直しを継続的に行っていくことをいいま

す。 
 
まず、全回答者（1,000 名）に、ライフプランを作成しているか聞いたところ、「作成している」は 64.8%、「作成していない」は

35.2%となりました。 
 

 
 
 
では、ライフプランが変化した人はどのくらいいるのでしょうか。 
ライフプランを作成している人（648 名）に、現在のライフプランは、高校生の子どもが幼かったときに考えていたライフプラ

ンと違いはあるか聞いたところ、「大きく違う」が 19.6%、「少し違う」が 49.2%で、合計した『違う（計）』は 68.8%となり、「違

いはない」は 31.2%でした。 
 

 
  

64.8 35.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

作成している 作成していない

◆ライフプランを作成しているか

19.6 49.2 31.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=648】

大きく違う 少し違う 違いはない

◆現在のライフプランは、高校生の子どもが幼かったときに考えていたライフプランと違いはあるか ［単一回答形式］

対象：ライフプランを作成している人
違う
（計）

68.8

 ライフマネジメント®について 
 「現在のライフプランは、子どもが幼かったときに考えていたライフプランと違う」ライフプラン作成者の 68.8% 

ライフプランが変化した理由 
1 位「子どもの教育費用が予定よりかかった」、2 位「物価上昇で家計が悪化した」 

 「教育資金と老後資金の両方を準備することは厳しいと感じる」75.7% 
 人生の目的・ビジョン・夢をもつことに関する意識 

「人生の目的・ビジョン・夢をもつことは重要だと思う」89.7%、 
「人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画は必要だと思う」85.9% 

 「人生の目的・ビジョン・夢を実現するための具体的な目標や計画の継続的な見直し・メンテナンスは大切」 
87.6%が実感するも、実践している人は 37.4%にとどまる 
どのようなタイミングで見直し・メンテナンスをしている？ 1 位「子どもが進学したとき」 



 

 

現在のライフプランが、高校生の子どもが幼かったときに考えていたライフプランから変化した人（446 名）に、変化した理由

を聞いたところ、「子どもの教育費用が予定よりかかった」（33.2%）が最も高くなりました。教育資金がどのくらい必要になる

かを正確に予測できなかった人が多いのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「物価上昇で家計が悪化した」

（32.7%）、「子どもの進路が予定と違った」（30.9%）、「自分または配偶者の収入が減った」（20.9%）、「コロナ禍で家計が

悪化した」（16.4%）でした。家計の悪化や収入減、予定していた進路の変更が理由になっているケースも多いようです。 
 

 
 
 
次に、全回答者（1,000 名）に、老後資金や教育資金、人生の目的・ビジョン・夢について質問しました。 
 
老後資金や教育資金について聞いたところ、【自身の老後資金が不足することはないと思うか】では「そう思う」は 20.6%、

「そう思わない」は 79.4%、【教育資金と老後資金の両方を準備することは厳しいと感じる】では「感じる」は 75.7%、「感じな

い」は 24.3%となりました。 
 

 
  

33.2 32.7
30.9

20.9

16.4
13.5

11.4
9.0

7.0 6.5

0%

25%

50%

全体【n=446】

◆現在のライフプランが、高校生の子どもが幼かったときに考えていたライフプランから変化した理由 ［複数回答形式］

※上位10位までを表示

対象：ライフプランを作成しており、高校生の子どもが幼かったときに考えていたライフプランから変化した人

子どもの
教育

費用が
予定より
かかった

物価上昇で
家計が

悪化した

子どもの
進路が
予定と
違った

自分または
配偶者の
収入が
減った

コロナ禍で
家計が

悪化した

自分または
配偶者が

転職・
退職した

住宅を
購入した

子どもが
増えた

配偶者と
離死別した

自分または
配偶者が

怪我・
病気をした

75.7 24.3

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

感じる 感じない

【教育資金と老後資金の両方を準備することは厳しいと感じる】

20.6 79.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

そう思う そう思わない

◆老後資金や教育資金に関する意識 ［各単一回答形式］

【自身の老後資金が不足することはないと思う】



 

 

また、人生の目的・ビジョン・夢について聞いたところ、【人生の目的・ビジョン・夢をもつことは重要だと思うか】では「そう思

う」は 89.7%、「そう思わない」は 10.3%、【人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）

は必要だと思うか】では「そう思う」は 85.9%、「そう思わない」は 14.1%となりました。 
 

 
 
 
【人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、継続的に見直し・メンテナンスをする

ことは大切だと思うか】では、「そう思う」は 87.6%、「そう思わない」は 12.4%となりました。 
 

 
 
 
また、【人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、継続的に見直し・メンテナンス

をしているか】では、「している」は 37.4%、「していない」は 62.6%となりました。継続的な見直し・メンテナンスの大切さを実

感している人が大多数を占める一方、継続的な見直し・メンテナンスを実践している人は 3 人に 1 人にとどまりました。 
 

 
  

85.9 14.1

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

そう思う そう思わない

【人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）は必要だと思う】

89.7 10.3

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

そう思う そう思わない

◆人生の目的・ビジョン・夢をもつことに関する意識 ［各単一回答形式］

【人生の目的・ビジョン・夢をもつことは重要だと思う】

87.6 12.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

そう思う そう思わない

◆人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、

継続的に見直し・メンテナンスをすることは大切だと思うか ［単一回答形式］

37.4 62.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

している していない

◆人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、

継続的に見直し・メンテナンスをしているか ［単一回答形式］



 

 

人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、継続的に見直し・メンテナンスしている

人（374 名）に、どのようなタイミングでメンテナンスしているか聞いたところ、「子どもが進学したとき」（48.7%）が最も高くな

りました。子どもの進学に合わせて目標や計画のメンテナンスをしている人が多いようです。次いで高くなったのは、「老後

資金について考えたとき」（45.2%）、「収入状況が変わったとき」（44.9%）、「子どもの将来の夢・目標がわかったとき」

（38.0%）、「大きな買い物（住宅・車など）をしたとき」（32.1%）でした。 
 

 
  

48.7
45.2 44.9

38.0
32.1 30.5

20.3 19.8

12.8 12.3

0%

25%

50%

75%

全体【n=374】

◆どのようなタイミングで人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）をメンテナンス（見直し）しているか

［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：人生の目的・ビジョン・夢を実現するための、具体的な目標や計画（ライフプラン）を、継続的に見直し・メンテナンスしている人

子どもが
進学した

とき

老後資金に
ついて

考えたとき

収入状況が
変わった

とき

子どもの
将来の夢・

目標が
わかった

とき

大きな
買い物

（住宅・車など）を
したとき

健康上
心配になる

ことが
あったとき

家族が
増えたとき

自身の
将来の夢・

目標が
わかった

とき

新年・
新年度を
迎えるとき

夢・目標を
達成した

とき



 

 

 

最後に、“金融経済教育”や“ライフマネジメント®”をテーマに、イメージに合うアニメ・マンガのキャラクターは何かを質問し

ました。 
 
全回答者（1,000 名）に、子どもの金融経済教育の先生になってほしいアニメ・マンガのキャラクターを聞いたところ、1 位「ド

ラえもん（ドラえもん）」（110 名）、2 位「江戸川コナン（名探偵コナン）」（57 名）、3 位「フグ田サザエ（サザエさん）」（18 名）、

4 位「アンパンマン（それいけ！アンパンマン）」（12 名）、5 位「モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE）」（11 名）となりました。 
また、ライフマネジメント®がしっかりできていそうなアニメ・マンガのキャラクターを聞いたところ、1 位「ドラえもん（ドラえも

ん）」（56 名）、2 位「江戸川コナン（名探偵コナン）」（45 名）、3 位「フグ田サザエ（サザエさん）」（23 名）、4 位「出木杉英才

（ドラえもん）」（18 名）、5 位「源静香（ドラえもん）」（9 名）と、TOP5 にはドラえもんに登場するキャラクターが多く挙がりまし

た。 
 

         
 
自身の人生のビジョン（夢・構想）に影響を与えたアニメ・マンガのキャラクターを聞いたところ、「ドラえもん（ドラえもん）」（47
名）が大差をつけて 1 位となり、2 位「江戸川コナン（名探偵コナン）」（14 名）、3 位「モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE）」（9
名）、4 位「フグ田サザエ（サザエさん）」（8 名）、5 位「孫悟空（ドラゴンボール）」（7 名）が続きました。 
 

 

◆子どもの金融経済教育の先生になってほしい

アニメ・マンガのキャラクター ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

全体【n=1000】 名

1位 ドラえもん（ドラえもん） 110

2位 江戸川コナン（名探偵コナン） 57

3位 フグ田サザエ（サザエさん） 18

4位 アンパンマン（それいけ！アンパンマン） 12

5位 モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE） 11

6位 島耕作（○○島耕作） 7

さくらももこ（ちびまる子ちゃん） 6

五条悟（呪術廻戦） 6

孫悟空（ドラゴンボール） 6

萬田銀次郎（難波金融伝・ミナミの帝王） 6

7位

◆ライフマネジメント®がしっかりできていそうな

アニメ・マンガのキャラクター ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

全体【n=1000】 名

1位 ドラえもん（ドラえもん） 56

2位 江戸川コナン（名探偵コナン） 45

3位 フグ田サザエ（サザエさん） 23

4位 出木杉英才（ドラえもん） 18

5位 源静香（ドラえもん） 9

モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE） 8

島耕作（○○島耕作） 8

8位 孫悟空（ドラゴンボール） 7

9位 竈門炭治郎（鬼滅の刃） 6

10位 フグ田マスオ（サザエさん） 5

6位

◆自身の人生のビジョン（夢・構想）に影響を与えた

アニメ・マンガのキャラクター ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

全体【n=1000】 名

1位 ドラえもん（ドラえもん） 47

2位 江戸川コナン（名探偵コナン） 14

3位 モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE） 9

4位 フグ田サザエ（サザエさん） 8

5位 孫悟空（ドラゴンボール） 7

6位 安西光義（SLAM DUNK） 6

アムロ・レイ（機動戦士ガンダム） 4

アンパンマン（それいけ！アンパンマン） 4

キャンディス・ホワイト・アードレー（キャンディ♡キャンディ） 4

ルパン三世（ルパン三世） 4

島耕作（○○島耕作） 4

竈門炭治郎（鬼滅の刃） 4

7位

 金融経済教育・ライフマネジメント® とアニメ・マンガのキャラクター 
 子どもの金融経済教育の先生になってほしいアニメ・マンガのキャラクター 1 位「ドラえもん」 
 ライフマネジメント®がしっかりできていそうなアニメ・マンガのキャラクター 2 位「江戸川コナン」、1 位は？ 
 自身の人生のビジョン（夢・構想）に影響を与えたアニメ・マンガのキャラクター 

1 位「ドラえもん」、2 位「江戸川コナン」、3 位「モンキー・D・ルフィ」 


